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セイセキZINEとは

？

セイセキ ZINE（セイセキジン）は毎号 1つのテーマを決め、聖

蹟桜ヶ丘エリアと所縁のある「人の想い」にフィーチャーする、

市民参加型ローカルマガジンです。多摩市在住の有志の市民ラ

イターを募り、セイセキ愛に満ちた誌面づくりをしていきます。

「夏のセイセキ、ひんやりスイーツめぐり」の取材時、ル・ププランで作ってもらった「かき氷（いちご）」

発行：株式会社けやき出版　　企画：京王電鉄株式会社　　制作：けやき出版 BALL.COMPANY事業部

デザイン：松竹暢子（Elstella Design Studio）　　印刷：シナノ書籍印刷株式会社

 them
e

熱
中
人

熱
中
す
る
っ
て
い
い
響
き
。

聖
蹟
桜
ヶ
丘
に
は

好
き
と
向
き
合
う
夏
が
あ
る
。



2 3

1

S
E
IS
E
K
I

P
E
O
P
L
E

おいしい幸せを届けたい
真心で彩りを添える「みんなのケーキ」

ンス国立製菓学校のある（フランス第２の都市

リヨンから程近い）イッサンジョーという街に

ある“お城 ”に泊まり込み、制作に向けて

準備しました。1ヵ月間かけて少しずつ構

想を固め、飴細工とケーキの2種類の作

品イメージを仕上げていきました。改め

て振り返ってみても、洋菓子づくりと向

き合う豊かな時間だったと思います。僕

を含めて日本からは3人が参加。彼らとは

今でも仲良く一緒に遊ぶ関係なんですよ」

　聞けば、岡本さんが作り上げたのは鶏

をモチーフにした作品。フランス国旗に

着想を得て、作品には赤とブルーを散り

ばめたそう。雄鶏はフランスの象徴という

わけか。大会以前にも仕事や勉強を通じて

日仏を行き来していたが“この1ヵ月間 ”

は特別なものとなった。

本場での修業は8年間
知られざる
オーナーシェフの物語
　聖蹟桜ヶ丘駅から川崎街道を東へ少し

歩くと、ネイビーのシックなエントランス

テントの奥に、色鮮やかな洋菓子が見え

てくる。扉を開けると、焼き上がりの甘

い香りが店内に満ちている。ガラスの

ショーケースの中には25種類ほどのケー

キがきれいに陳列され、「今日は何を選ぼ

うかなぁ」と心がワクワクしてくる。

　訪れたのは「ル・ププラン」。多摩市に

数多くある洋菓子店の中で、地元住人を

中心に長く愛されてきた名店だ。

　笑顔で出迎えてくれたのはオーナーシェ

フの岡本匡生さん。若い頃から何度もパリ

に修業に行き、20代半ばにして権威ある

製菓コンテスト『フランス シャルルプルー

ストコンクール』で第１位大賞を受賞し

た人でもある。入口近くの一段高みを見

上げると、ゴールドに輝くトロフィーが

飾られている。その実力は折り紙つきだ。

　大会当時（1989年）のことを伺ってみる

と、懐かしそうに話が始まる。

「私が参加した年のテーマは “フランス

革命 ”でした。ちょうど革命から200年

の年だったんです。さて、どんな作品を

作ろうかなぁと（笑）」

　自国での予選を通過し、世界中から集

まった若きパティシエは皆、将来を期待

される実力者揃い。参加者の意気込みは

筆舌に尽くし難いものがあったはずだ。

「コンクール当日までの1ヵ月前からフラ

Interview、Text：Nobuko Matsutake / Photo：KAEDEsign

岡本匡生さん
「ル・ププラン」シェフパティシエ。調布市
に育つ。1989年、フランス シャルルプルー
ストコンクール第 1位受賞。1993年より 6
年間、パリ ペルティエにてシェフを務める。

　その後、2度渡欧。延べ8年近く本場で

洋菓子づくりの研鑽を積んだ岡本さんが

日本に帰国したのは 1999年。たまたま

川崎街道を車で通ったときにRENTと貼ら

れたシャッターを見つけ、聖蹟桜ヶ丘に

「ル・ププラン」を構え、一国一城の主になる。

　洋菓子づくりのこだわりを尋ねると、

「純粋に何を食べたいですか？―― その食

べたいものを、どうしたらもっとよりよく

浮き立たたせるか。そんなことを日々意

識しています。私たちのお菓子が自然と

笑顔を呼び、その笑顔が幸運を呼びこむ

ような、やさしく、おいしい、そしてちょっ

とだけうれしい驚きがあるような、元気

になれるお菓子であったら嬉しいです」

　聞けば、休暇中は奥様と欧州旅行に行

くことも。車で回り、自然豊かな場所に

滞在し、のんびり過ごすのが岡本さん流

だ。きっとこういう経験も洋菓子づくり

に生かされているんだろうなぁと、なる

ほど納得。

　「ル・ププラン」のもうひとりの主人公

は奥様。お菓子のパッケージやバースデー

アイテムのデザインなど、来訪者を思わ

ず笑顔にさせる“細やかなおもてなし”は

グラフィックデザイナーでもある奥様の

担当。ご夫婦のインスピレーションの掛

け合いが「ル・ププラン」の個性をバラ

ンスよく広げているというわけだ。

　“私たちのお菓子が小さな幸せを　

　運ぶことができますように。”

　ケーキにはメッセージが添えられてい

た。おいしい幸せを届ける、真心に満ち

た名店なのでした。

 多摩市関戸 4-7-8 エフティープラザ 1F
 10:30 ～ 19:00、10:30 ～ 18:30（日曜）

定休日：火・水
 042-376-0970

https://www.le-poupelin.com

“作り立てのおいしさ”にこだわる「ル・ププラン」は、多くのファン

を持つ、まちに愛される洋菓子店。2 度の渡欧、8 年間の菓子

づくり修業を経験した岡本匡生さんに聞く、そのこだわりとは？

ル・ププラン
フランス・パリにある「ペルティエ」で修業
を積んだシェフ・岡本匡生さんがオープン
した本格フランス菓子店。毎日、焼き立て
のお菓子が並ぶ。テイクアウトした商品は
テラス席でも食べることができる。

［写真上］ショーケースの奥にはガラス越しに工房があり、
岡本さんや若きパティシエたちがケーキや焼き菓子づくり
に励む姿を見ることができる。「お店のスタッフたちは
皆、仲が良くて働き者。いつも感謝しています」と岡本さん。
［下］“作り立て ”にこだわるのが「ル・ププラン」流。厳選
した素材を使い、無添加のケーキづくりに日々邁進中。シェ
フパティシエの岡本さんも率先して常に手を動かしている。

店には常時、生菓子と焼き菓子ともに25種類ほど用意。生ケーキは朝一度に1日分を作らず、日に何度も作り足していく。モットーは作りたてのケーキ。
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